
最近の活動状況（ファンクラブが音楽文化に貢献できること） 

 札響くらぶコンサートは、１９９９（平成１１）年に第１回が開催され、２００５（平成１７）

年まで７回開催されました。 

 札響くらぶコンサートは、少し特殊なコンサートだったのです。 

 北海道の宝である札幌交響楽団の演奏を、世界トップクラスの音響を誇る札幌コンサートホール

で、少しでも多くの方々に親しみ楽しんでもらい、定期演奏会にも気軽に聴きにきてもらいたい、

とりわけ、次代の札響ファンを創り出したい、という札響くらぶの活動目標を実践するために低廉

なコンサートを、という熱く強い希望を、楽団と楽員の方々にご理解をしていただき実現した、日

本のオーケストラの中では極めてまれなコンサートでした。 

 札響くらぶでは、開催経費を最低限に絞り込む工夫をしながら、会員の方々にチケットを数枚ず

つ知り合いに販売するという実践活動を通じて、音楽に関するクラブ活動などに参加している高校

生などをこのコンサートに招待し、札幌コンサートホールで札響の演奏を聴いてもらい、これらの

方々に将来札響を支えるリスナーになってもらいたい、そして札響を共に聴くことの喜びを感じ合

うことによって、札響くらぶの仲間づくりになる、そんな思いを込めて開催してきました。 

 しかし、札幌市内の小学６年生１万６千人全員に札響の演奏を札幌コンサートホールで聴かせよ

うと、札響くらぶが政策提案してきたコンサートが、２００４（平成１６）年、Ｋｉｔａｒａファースト

コンサートとして実現したことにより一定の役割が終わったのではないかという認識、また、札響

が財政的に厳しい状況にあることが表面化するなど、これまでどおりの札響の協力が得にくくなっ

たことなどから新たなコンセプトのコンサートを模索するため２００６年に一時休止することを

決定しました。 

 札響くらぶ創立１０周年を迎えた２００６年、次の１０年の活動目標となる「札響くらぶビジョ

ン」策定のなかでもコンサートの在り方などが検討され、「札響くらぶコンサートは、会員にとっ

ても重要と思う。定期会員ばかりが札幌交響楽団ファンではない。様々な人もいる。今までの札響

くらぶコンサートには楽しみがあった。札響くらぶの会員にとって特典になるコンサートがあって

もよいと思う。」と、札響くらぶコンサートの必要性が報告され、復活に向けて動きだしました。 

 「札響くらぶコンサート」は、会員にとって重要のもであり、楽しみであり、札響を身近に感じ

るものであり、札響くらぶにとっても活動の基本であることから、コンサートの対象をこれまでの

青少年から団塊の世代の大人を対象にしたものに転換することで、札響を説得、提案し続け、札響

も札響くらぶコンサートは札響くらぶにとって重要なものであり、活動の基本であることに理解を

示しながらも、これまでどおりの協力では難しい、このことを札響くらぶが理解してくれるなら復

活に協力しようということになり、２００９年８月９日（日曜日）に第８回札響くらぶコンサート

から復活することになりました。 

 ちなみに、復活コンサートの最初の指揮者は、ここ山響音楽監督の飯森範親さんに決まりました。 

 

その他、ファンクラブ活動でアピールしたい事など 

 札響くらぶでは、札響くらぶビジョンで提唱され、２００６年から始めた「札響楽譜支援金制度」

が順調に推移し、今年度は約１３０名の会員から任意の札響楽譜支援寄付金が３０万円以上集まり、

会費の支援金分を合わせ予定どおり今年度も５０万円を札響に寄贈することができ、同じく札響く

らぶビジョンで提唱された「楽員コンサートの支援活動」はＨＰにチラシを載せて告知するほか、

交流会などで楽員が積極的に参加者に対してＰＲやチケット頒布など行っています。 

 また、練習見学会は、札響がＫｉｔａｒａの練習を一般解放していたことにより２００６年から休止し

ていましたが、昨年から札響がこれを取り止めたため、札響の協力を得て今年１１月のＫｉｔａｒａの練

習から見学会を再開することになりました。 

ＪＯＦＣホームページ：http://www7a.biglobe.ne.jp/~september/jofc/index.html 

「ＪＯＦＣ会員専用掲示板（ＰＷ：jpofcc）」を会員同士の連絡用にご利用ください。 



札響くらぶの活動報告 

 

 札響くらぶの主な活動は、 

 １．会報「札響くらぶ」の年４回発行、配布 

 ２．札響に対する楽譜の購入支援 

 ３．札響くらぶコンサートの主催 

 ４．楽員との交流会の実施 

 ５．キタラにおける練習見学会の実施 

 ６．Ｗｅｂシティーさっぽろの札響情報の作成 

 ７．楽員自主企画コンサートの支援 

 ８．定期演奏会等の会場におけるサービスカウンタの設置 

 ９．定期会員、維持会員の拡大 

 10．会員特典の開拓 

などがありますが、今回は「楽員との交流会」「札響くらぶコンサート」について報告さ

せていただきます。 

 まず、「楽員との交流会」との交流会ですが、１２月に「札響くらぶのクリスマスパー

ティー」と題して、楽員の紹介やサイン会、自主企画コンサートのＰＲのほかにビンゴゲ

ームを取り入れた遊びを充実させた交流会に取り組んでみました。 

 ビンゴカードは参加者１人に１枚を配布、２枚目以降は希望者に１枚１００円で販売、

ビンゴ商品はスタッフ及び参加会員が家庭の押入れや物入れなどに眠っている未使用の品

物を持ち寄り、これにクリスマスらしい中身がわからないようにラッピングを施して賞品

とし、ビンゴした順番に好きな賞品を選ぶようにしました。持ち寄った賞品は、昨年は参

加者全員が当たったうえにさらに２個目が貰えた参加者もあり、大変好評でした。交流会

の会費、サイン色紙、ビンゴカードの売上は、楽譜支援金に充てています。 

 次に、札響くらぶコンサート「札響と遊ぼう」ですが、４年ぶりに行った今回は、正直

言って運営的には成功したとはいえませんでした。会員先行予約販売から会員の反応が非

常に低調で、運営スタッフが分担して会員に直接電話で協力を要請、運営スタッフの手売

り、地下鉄駅にポスター掲示、会員にチラシ等を再送付して協力再要請をするなど色々手

を尽くし、また、北海道新聞３回、読売新聞１階、計４回紹介記事が掲載されたことより

１０００枚強の成果となりましたが、採算ベースの１５００枚には遠く及ばずの結果とな

りました。 

 しかし、コンサートそのものは、札響の演奏に楽しい雰囲気あり、心に染み入る雰囲気

ありで、札響と観客とひとつに溶け合っていました。「札響と遊ぼう」の部分の演奏曲の

作曲者、曲名当てクイズは４曲中３曲は第１回答者が、１曲は第２回答者が正解し、正解

が出難いのではとの当初の予想を覆す観客のクラシック通ぶりで、これには指揮とお話を

担当された山響音楽監督の飯森範親氏の指揮と巧みなリードにより、コンサートそのもの

は大成功で、大変感謝しているところであります。 

 コンサート終了後、会長を含めた運営スタッフによる総括を行い、「時期的に夏休みや

お盆の行事が優先され、開催時期に問題」「はチケット料金が高い」「コンセプトがハッ

キリしていない」「新聞で紹介されるまで一般の人たちにほとんど知られたいなかった」

「４年間の空白期間が影響している」などの反省点が出され、「チケットは会員が買うの

ではなく、チケット売りは会員の活動の一環とする」「コンサートには、会員は全員参加

すべきであり、その状況をつくるべきである」「子供優待、招待はこれからも取り入れて

いく」「オーディエンス（聴衆、観客…）を増やすことができる団体と共催の検討」「観

光客に接する人たち（ＴＡＸＩ、ホテル…）が所属する団体の協賛」など、コンサートの

運営を成功させていくための意見も多く出され、今後も「札響くらぶコンサート」の継続

を検討していくこととなりました。 

（札響くらぶ事務局長 武藤 義典） 



ＪＯＦＣホームページ充実に関する提案のお願い 

 

 日本プロオーケストラファンクラブ協議会（ＪＯＦＣ）のホームページは、札響くらぶ

が担当して作成しておりますが、情報収集は会員のＨＰに頼っていることから限界があり、

皆様方の情報提供や提案がホームページをより充実することができると思っております。 

 つきましては、 

  １．会員のページを１ページずつ作成したいので、 

    設立の経緯と活動方針 

    主な活動（年間のイベントなど） 

    入会申込方法 

    会費、会員特典 

    組織、役員、スタッフ 

    オーケストラやイベントなどの写真２～３点 

   などの情報 

  ２．トップページに入れたい項目や新たに作成したいページの提案 

  ３．楽団員個人のＨＰのＵＲＬと簡単な説明 

などの情報や提案をお願いします。 

 



仙台フィルハーモニークラブ (SPC)

最近の活動状況

1.喧伊j行事 rspcふれあい懇鼓会Jを開懐

本年 2月 11 告に新年会を兼ねて関擢し、出賭した仙台ブイ/レ指弾者・山下一史氏、他台フィル楽

員脊率、 SPC会員の三者が、仙台フィルの更なる発援のため、五いiこ一層努力する事を誓い合った。 

2. “5・5 (ゴーゴー〉キャンベーン"への協力

このキャンベーンは、定期・オープン・饗場の各会員増を践的に、本年 3Aから 4Aにかけて仙

台フィルが実蒐したもので、 f5・5 (ゴーとまー)Jとは、定期会員数を雨宮とも気治人一一言tH粉

人に、という冒標の象祭。 SPCは f指揮者、オ…ケストラ、聴殺が…つの空罵と詩需を共宥し

てこそ得られる生議奏の感動と喜がを、もっと多くの人々と共に味わい、分かち合い、より大き

な力で{山台フィルの更なる成長と前還を後押しして特きたいj との患いを込捨て懇裂に協力し、

顕著な成果を上庁た。また、 SPCも間体として f費助金提J，こ登錯した。 

3. rspc茶話会j を開始 
SPCの設立動機の一つでもあった f仙合ブイルヱ定期終潰後、聴衆関士が自自に感患を述べ合うな

どしてコンサートの余韻を楽しむJをど目的に、本年 S月から轡年文化センター内カフェレストラ

ン“ウィーンの森"を会場として開始。 SPC会織のみならず、{山台フィノレ楽員有毒や山響ファ

ンクラブ会員の飛び入り参加などもあって好郡東縮中。内、 7月の f第 3回j を「特別拡大版

“ピアパーティー"J として、仙台フィル櫛搬者・山下…史氏をゲストにビール飲み放題で実施。

氏の貴重なお話を伺いながら大いに語り合い、親臨惑?深めた。 

4.金報 rPHILHARMONYCLUBJとその時外 rsPC通信』を継続発行

双方とも、 1995年の餅刊以来中断なく発行し、本年 11月現在、会報が Vo1.41 (年 3回発行)に、

通信が Vol.l48(毎定期発行〕に速した。

特に、 WPHII正王ARMONYCLUB~ では、低年の Vol.23 より、新音楽ホール建設の必要
性を啓発する「音業堂際題全考える Jシリーズ会連載し、毎号、仙台市議会の全議員に配布して

いる。また 06年の Vo1.35より fお鱗さん情報j のコーナ}を開設し、友好団体である出響及び山

響ファンクラブの動静会訴えている。

まお、南刊行物とも 06年ロ月より、議IJflJ号から最新号までの全号が f宮接果関書館みやぎ資料 
反議され、常雲寺欝覧再議と在っている。i，こJ室

5.今後の予定。 
こ爵寵するべく準議中。総合フィルートロ17S'丹1年09をど jおもしろセミナーSPC回17第f 

ンボーン奏者の菊地公諸氏を講鮮に紹き、言語棄を挟みながら楽器にまつわるお話をどして頭く予定。

その他、ファンクラブ活動でアピールしたい事など 

SPCは聴衆が自発的に立ち上げた“勝手連"的組織であり、 1995年の発足時から今日に筆るまで、

自主独立の精神で息長く活動して来?と。近年では社会的認知度も高まり、期待される場面も多くなっ

て来ているが、それに応えるため fいかにしてクラブ自体の体制を強化し、仙台フィルとの関僚会良

好に保って行くかJが日開最も心を僻く所であり、今後の課題でもある。



団体名 山響ファンクラブ 報告者 伊藤真一

樹投の活動状況(ファンクラブが音楽文化じ貿献出来る事)

活動の主眼は、山形交響楽団を支接、応緩い多くの人に演奏会に来ていただき、山響を

より多くに人に知って貰おうという点にある。その事カ丸山形さらには東北の音楽文化の浸

透に少しでも寄与出来初まと願っている。その方針に従い、会報誌の発行、会員のゲ、ネブ口

県弟会への参力口、ロビー交流会の企瞬、楽関員との合同芋煮会、合同忘年会などを行ってい

る。楽団員と聴衆との距離が日本で最も近いプ口オ…ケストラとの評価をいただいているが、

まさに、ファンクラブとして目指している目標の一端であり、大変有り難く感じており、さ

らにフレンドリーになるように努力している。山形市立フ。ロオーケストラカ号討王する都市の

中では、日本で最も人口の少ない都指 (25万人)である。しかし、自然に恵まれた隷豊か

な告を本拠として、地方オーケストラの強自龍を間冒す山形交響楽関を広援すべくスタッフ、

会員一同努力している。

平或 16年 12JJには、 f新潟ヰ織協鞍災者支援チャリティーイベント iを主握、山響

有率の揚力により天童駅ゼルりりしチjにおいて演奏を行ったc平或 17年 5月、第 1田f山
響湿泉グルメツァ-.]を開催した。このツアーは現症まで、 7関を数える。平成 18年 1廷
には、ソザストにメゾ・ソプラノの林英智子を適え、 r--本由美奈子追埠~ 岳虫病撲滅チ

ャリティーイベント Jを主権し、出響有悲の漬饗と林美智子独唱による演奏を行った。ゲネ

プロ見学急会報誌の発行、口ピー交流会の開謀、楽団員との合同企画、チャリティーイベ

ントの主催等を柱に活動し、現在に躍っている。

その他ファンクラブ活動でアピ…ルしたい事など

平成 13年に、ダニエル・ハーヂィング率いるドイツ・カンマーフィル・プレーメンが山

形テルサホールにて演奏を狩った際に、山響ブァンクラブ、山響楽団員有志、ドイツ・カン

マーフィル・プレーメン楽関段、ダニニr.}J".ハーディングによる合同交流会を開いた。オ…

ケストラの規模が似ているということから企画された催しであるが、山響楽団員にとっては

譲奏技能の向上に、山響ファンクラブにとってはサポート体制の充実に大きな東臓を受けた

出来事で通うった。

世界中が金融危機iこ箆鐸われる取オーケストラの経営にiまさらに蟻しい状説会会議ってい

る。このような時代iここそ、ボランチィア掻体としてのファンクラブ組織として荷が出来る

会¥がより関われているのではないか。これは、我々の穿在意義として最も葉擦な襲葉と蓄

える。

ファンクラブは蕊本的にボランチィア活動で或ち立っている。ということは“人溝戦密に

よる貢献分野の拡大"を探りながら常に活動する事により、その紹識をより、部出とさせるこ

とになるのではないか。オーケストラ活動はまさに“人海戦術"の鶏である。 IT化全惑の

今、間違いのない完全な演奏ならば、コンピューターで音符を入力すれば兜全無欠の潰奏が

得られる。しかし、そこに感動はな~ '0指揮者とオーケストラという人海戦術による演奏と

同じ空間を共有する事により、大きな感動が得られる。その感動の場という機会をより多く

提供するサボ…タ…としてファンクラブ活動を行っていきたい。

前回の Joa第 1間総合において、上回会長か言われた fただ単にオーケストラを応援す

るのではなく、我々はプロオーケストラを支えているんだ、音議文化に貰献しているんだ、

という誇りと自覚をもって‘活動していこう Jという言葉が以こ強く残っている。いい音楽を

聴かせて頂く事に感謝すると共に、ファンクラブ開士で情報交換を行いながら、自分たちの

活動に誇ちと息覚をもって行動する事で、音楽文生に貢献していくよう努力している。



ＪＯＦＣ第五回総会 山響ファンクラプ活動報告資料 

2011.09.17 山響ファンクラブ 

山響ファンクラブ 平成２２度実施事業 

ゲネプロ見学会等の定例的な事業については、欠＜ことな＜実施したが、動員数は全般的に低調だった。 

創立１０周年を迎えたが、具体的な行事は企画、実行することができなかった。 

 

平成２３年度事業方針 
・ 昨年度に引き続き、会報やホームページの充実を図ります。また、ゲネプロ見学やホームページの活性

化を図り、より多＜の会員が活発に活動するファンクラブを目指していきます。 

・ 来年の楽団 40周年にむけて、会員及び関係者と協力し、可能な施策を講じていきます。 

 

会員数      平成２３年８月３１日現在  ９１名（平成２１年度末 ９０名） 

  



東日本大震災をめぐる山形交響楽団の動き 
 ３月１１日午後２時４６分に発生した地震は、東北から関東にかけて広い範囲にわたって、甚大かつ深刻

な被害をもたらしました。山形県内でも各地で震度５強を観測しました。山形交響楽団においては、震災当

初こそ大きな影響を受けたものの、幸い人的被害、物的被害もなく、演奏会場も無事だったことから、通常

の演奏活動に加えて、被災者支援の活動にも積極的に取り組んでいます。 

 

◎3月 11日第 16回鶴岡定期・3月 12日第 211回定期演奏会 

 鶴岡でのリハーサルの最中に地震が発生。楽団関係者、聴衆の安全確保のため、公演中止。翌日も山形市

内の停電のため県民会館が使用できず中止となりました。 

 

◎3月 27日「オーケストラの日」 

 例年、ゲネプロ見学とオーケストラ探検とコンサートの３点セットなのですが、今回はコンサートのみ。

「被災者支援コンサート」と銘打って、入場料と募金は、すべて震災義援金として寄付されました。 

 

◎第 212回（４月）以降の定期演奏会 

 開場後のホワイエにおいて、団員持ち回りで「東日本

大震災」被災者支援プレコンサートを開催。義援を呼び

かけ、多くの方々の善意を集めています。 

現在も継続中。 

 

 

山響ファンクラブの震災支援の取組み 

◎4月 16日・17日第 212回定期演奏会 

 ファンクラブ・スタッフは、東日本大震災における想像

を超える被害を目の当たりにし、被災された方々のお見舞

いの気持ちをせめてもの行動で表したいと思い、演奏会終

了後、楽団のお手伝いの形で、震災義援金箱を手分けして、

一緒に募金を呼びかけました。 

 

◎仙台フィル義援金募集 

 お隣の仙台フィルハーモニー管弦楽団（仙台フィル）では、地震による損壊で会場が使用できず、６月ま

で演奏会の中止を余儀なくされました。経営的に厳しい状況にもかかわらず、被災地や避難所での慰問コン

サート（無料）など被災地の方々の精神的支援に精力的に立ち上がっております。そんな折、日本オーケス

トラ連盟、日本プロオーケストラファンクラブ協議会（ＪＯＦＣ）から、仙台フィルの活動を支援しようと

呼びかけがありました｡お隣の街でお互いに交流が深いこともあり、ＪＯＦＣに参加している本会としても、

４月１２日より会員向けに義援金募集のお知らせを行う形で支援活動に参加することにいたしました。 

 平成２３年８月３１日までの仙フィル義援金の集計  延４９人  金１ ８ ０、２９５円 

となり、多くのご厚意が寄せられたところです。 

 また、当会の予算からも仙フィル義援金を支出しました。 

 なお、当会会員からの義援金については、当面、期限を設けず受付けることとしております。 



群響を応援する県民の会(群響ファンズ)活動報告
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1.群馬交響梁閣のパートナーになろう!
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平成２１年９月２６日 

 

 活 動 状 況 報 告 書  

 

石川県立音楽堂「楽友会」 

報告者 幹事 棚池 淑子 

幹事 竹田  浩 

 

１．オーケストラ・アンサンブル金沢（略称。以下「ＯＥＫ」という。）の支援 

 ・引き続き定期会員・賛助金員の鉱に努力。 

 ・楽団員の自主企画コンサートの支援。 

 ・熱狂の音楽祭「ラ・フォル・ジュルネ金沢」への参加呼びかけと支援 

 ・会員相互の親睦・交流促進。 

 

２．業務支援。 

 ・定期金員、賛助会員、その他公共機関等への印刷物の発送。 

 ・定期公演以外のコンサート・催事での受付、場内案内・整理支援。 

 ・邦楽ホール公演の楽屋でのお世話、受付、場内案内・整理支援。 

 

３．自主企画事業。 

 ・ロビーコンサトの開催・運営。 

 ・国内、海外ＯＥＫコンサートツアーへ支援研修旅行の企画・実施。 

 ・ブレ・コンサート開催・運営。 

 ・ゲネプロ見学会の開催・運営。 

 

４．音楽堂資料室の運営支援・受付業務。 

 

５．会誌「楽友会だより」の編集発行（発行日：毎月２５日） 

 

６．ＯＥＫ楽団員との交流 

 ・定期総会・新年会へのＯＥＫメンバーの友情出演による演奏。 

 ・ＯＥＫ楽団員主催「ふだん着ティータイムコンサート」の支援と交流。 

 

７．各地オーケストラ支援団体、ファンクラブと情報交換と交流推進。 

 

以上が活動のあらましです。 



f日本プロオーケストラファンクうブ協縮会J第2回総会資料

間体名 広響フレンズ

組さ語審 議邦彦、佐藤幸一  

1.蟻斑の活動状況 

f第8回総会及び交流会 jを11馬3081こ案提予定。その準繍号をしている。

総余iま、不定期でiまあるがほぼ年 1国関かれ、会員に対し会のおかれている寝技や活最報告

号をする。その後、楽器員も参詣して、参競者と交流を深める識しい金惑を用意している。普段iまえE

かなか会うことのできない棄窪員との交震を棄しみにしている会員電話多い e

〈そ玲億離続的な活動〉

。フレンズスタッフ{世話人〉作或の fフレンズ通信jと、次諮定策犠議長!こ行われる広響閣員爵様の

コンサート一覧案内チラシをフレンズスタッフが作成し、定譲特に艶帯する. 

O~定期演饗金持、会場ホールEど-1こ r!Ã響フレンズコーナー jを設けて、フレンズ加入の訴えをし

ている。


。機関臆トレンド広響!こ楽団員とのインタビュー等の記事の作成。
 

2.その他、ファンクラブ活動でアピールしたい事など@

広轡フレンズは、 1998年、定期演奏会入場者の増加と楽団への支機を強めるため、協会と楽

団員により、設立されました。

髄人に魚搬にならない鎖として会費年3000円とし、広響主催演畿会の入場料20%割引、機欝

誌 fトレンド広響jの年4関配帯、棄団員との交流、指定庫舗における割引の特典があります。現奈

の会員数は600名位です。

2000年より、総会(又は交流会を含む)7居、ボウリング大会3題、野外交流会5践的鏡護の大

きな行事喪中心!こ活動してきました。これらは協会からの援助金によ仏通常より安い参掬費でま

かえまえたことも島り、全体で100名を超えるま霊穫になったこともありました。

そのf恵、スタッフ、語義的念頭によるま芝議議奏会後の交葉会を得度も掃いたこともありました。

しかし、盟、謀議体からの協会への補助金が離滅される中、フレンズ活動への援助金がなくな

り、金歯できる行事も欝加会費のみでまかなう手作り的なものになりました。現在は頭書記載した 

f総会及び交流会jのみが活動の主体になっています。

現義、こうした状況そ少しでも改譲与するため、地道なチラシの配布等を続ける怠どして、会員やフ

ァンとの接触やフレンズス夕、yフ費増加をめざし、その結果、会の活動が活発になり、定期演費会の

入場者や広い東機体制が増加するよう努力しています。

ファンクラブ焚流会の捗加も、そのための活動の一環です。



ＪＯＦＣ山形総会発表資料   

ＡＣＦ（art・culture・forum）事務局 

（東区北１２条東 1-4-23 21世紀ビル(有)ビーシーコム内） 

 発表者 ＡＣＦ呼びかけ人会議 竹津 宜男（札響くらぶ・元札響事務局長） 

 

芸術・文化フォーラム（ＡＣＦ）の概要 

 

１．アート・カルチャー・フォーラム（ＡＣＦ）ビジョン 

 

○理念  ： つなぐ（ひと）・つくる（場）・育てる（まち）（市民と芸術家と行政のトリプルＷＩＮのために） 

 

○形   ：札幌アートセンタを創設し、そこを拠点として、芸術家と市民そして行政を結ぶネットワークを形成し、 

芸術・文化情報の発信と芸術・文化の形成・育成を通して市民と協働の芸術・文化のあふれるまち 

作りを目指す。 

 

○ アート・マスタープラン 

・アートドリーム  芸術・文化とふれあい・育む活動 

・アートタウン  芸術・文化を活用したまちづくり活動 

・アートフォーラム  芸術・文化の意見収集と提言活動 

・アートシンクタンク  芸術・文化の調査・研究活動 

・アートネットワーク  芸術・文化情報の提供と収集活動 

・アート・マネジメント 芸術文化を楽しむ「場」をつくる活動 

・アートバンク  芸術・文化アーカイヴ活動 

 

２．アート・カルチャー・フォーラム（ＡＣＦ）の設立趣旨 

札幌と世界を結ぶアート情報発信・受信機能を持つ札幌アートセンタを創設すること、札幌大通を市民に

開放し、芸術特区として、芸術家達が自由に表現できる場にしていくことを目指し、芸術家と市民の芸術・文

化に関する情報を行政に届けようとの思いを踏まえて多角的に議論し、AC フォーラムなどの開催を通じて方

向を探ってきた。 

 

今や行政側の市民会館後継施設のあり方や、札幌駅前通地下街工事のもたらす芸術・文化活動との係わ

りや創成川通の新しい芸術・文化拠点の創出・・・等々札幌市における芸術・文化政策が大きく進展しようとし

ており、行政と芸術・文化関係者と市民をつなぐＡＣＦの働きの重要性が緊急のものとなってきている。 

 

ＡＣＦには、札幌・近郊在住の芸術家達の緩やかなネットワークが既に構築されており、そのメンバーも 86

名に及んでいる。芸術・文化を支えるボランティア団体の役員も結集されており、行政を巻き込んだ勉強会の

実施や、芸術家達の知識・知恵を市民や行政へ提案することも可能であり、芸術家達の知的財産を次世代

に継承していくことの重要性は言うまでもない。そのためにも市民と芸術家と行政がお互いを「見える」関係に

結びつけることこそ、市民文化度の向上と、芸術家たちの芸術度の向上につながり、強いては「さっぽろのまち」

が真に芸術・文化のあふれるまちになる条件である。その重要な媒体としての担い手こそが ACF と位置づけ、

積極的に行動していくことが重要である。 

 

 



３．アート・カルチャー・フォーラム（ＡＣＦ）の事業運営体制 

 

 

（１）ＡＣＦ組織構成 

 

①ＡＣＦ総会（年 1回開催） 

芸術・文化呼びかけ人会議とＡＣＦ運営委員会で構成し、ＡＣＦの方向性や事業戦略等について検討する 

 

②ＡＣＦ-Ｂ（ビューロー）～随時開催し、具体的運営の意志決定機関とする 

（運営委員会メンバー） 

・顧問： 経済界、学識界、文化芸術界・・・逐次選出 

・企業： ＡＣＦ支援企業・・・逐次選出 

・芸術・文化フォーラム呼びかけ人会議共同代表：小檜山博氏、竹村泰子氏、千田雅子氏、 

中野北溟氏、原子修氏、三部安紀子氏 （賛同者平成 20年 7月末現在 87名） 

 

・代表理事：原子 修 

 副理事：各プロジェクトリーダー 

・事務局長：西川吉武  

・事務局次長：閔鎭京、寺林利郎、端 聡  

・事務局：若月富男、赤石知恵子、上野葉子 

（事務局 東区北 12条東 1-4-23 21世紀ビル(有)ビーシーコム内 tel/fax 011-753-5535） 

 

（２）現在のＡＣＦプロジェクト 

ＡＣＦアートセンタ提言ＰＴ（アート・サポート・センタへの提言） 

ＡＣフォーラム開催ＰＴ（市民への公開フォーラムを開催） 

ＡＣＦアートサロン開催ＰＴ（みべ音楽院を拠点に開催） 

ＡＣＦ大通イベント開催ＰＴ（大通イベント開催企画） 

ＡＣＦアートネットワークＰＴ（芸術・文化ボランティア組織をつなぎアート情報交流する） 

 

（３）現在までの活動履歴 

 

①ＡＣＦアートサロン開催（座長～三部安紀子） 

第１回：平成 20年 6月 1日（日） 能藤玲子創作舞踊団代表（開催結果：54名参加） 

第２回：平成 20年 8月 3日（日） 書家 中野北溟先生 （開催結果：５６名参加） 

第３回：平成 20年 10月 5日（日） 版画家 渡会純介氏 （開催結果：５0名参加）   

 

②ＡＣフォーラム開催 

第１回：平成 19年 7月 25日（水） 時計台ホール（参加者 170名） 

「感動の一滴」「札幌賛歌」原子修詩 三部安紀子朗読 ピアノ演奏 

「徹底討論」一言メッセージを通して芸術・文化フォーラムの歩む方向を探る 

第２回：平成 19年 11月 27日（火）丸井今井 10Ｆ 〔参加者 140名〕 

「感動の一滴」三上勝由（大道芸人）、「札幌賛歌」原子修詩 竹村泰子朗読 土田英順チェロ演奏 

「徹底討論」大通公園を芸術・文化ゾーンへ 

第３回：平成 20年 9月 17日(水) Ｕ-Ｃａｌａ（内田洋行ショールーム）〔参加者 110名〕 

「感動の一滴～ギター演奏」、「札幌賛歌」～原子修詩 たけだりょう朗読、若狭弘樹ギター演奏 

「徹底討論」 （仮称）市民交流複合施設基本計画（素案）に対する提言 

チャリティーオークション等々会費 1000円  
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座長;谷口報尋(7トライト} 榊原a量子(PMF本 ン.予 Jーモニー，、yrィテ

，T¥ 自主公演開催ボランティア
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